
　日本では毎年のように、大雨や台風などによる災害が発生しています。そのような中、「防災
情報はいろいろあるけれど、どのように判断すればいいの？」との声を耳にします。
　現在、住民の皆さんが災害発生の危険度を直感的に理解し、的確に避難行動ができるように
するため、避難に関する情報や気象情報等が５段階の「警戒レベル」で整理されています。

災害発生情報
　災害が実際に発生し
ていることを把握した
場合に、可能な範囲で
発令（市町村が発令）

避難勧告
避難指示（緊急）※
　※地域の状況に応じて
　緊急的または重ねて避
　難を促す場合に発令
　（市町村が発令）

避難準備・
高齢者等避難開始
　（市町村が発令）

大雨特別警報
氾濫発生情報
　　　　　　等

土砂災害警戒情報
氾濫危険情報
　　　　　　等

大雨警報
洪水警報
氾濫警戒情報
　　　　　　等

災害への心構えを高めま
しょう

大雨注意報
洪水注意報
氾濫注意情報
　　　　　　等

早期注意情報
(警報級の可能性） なまけてなんかない！

ボランティア紹介リレー

どんな活動をしておられますか？
　いちい信金スポーツセンター（愛知県一宮総合運動場）に植えられている桜
を守るため、年２回（春・秋）の清掃活動や、苗木の補植活動を行っています。
　清掃活動の企画はこれまで32回を数え、最近では約500人にものぼる多く
の方の参加を得て活動を行っています。

活動を始めた経緯は？
　桜を植樹した「尾北ライオンズクラブ」が2005年に解散となってしまいまし
た。当時会長だった私は、“一宮市の新たな桜の名所にしたい”との植樹当初の
想いを受け継ぎ、有志数名で同年に『千秋「桜守ワーク」の会』を設立しました。
　当初は20～30人での活動でしたが、活動を重ねるごとに地域の団体や企業
などの賛同の輪が広がり、参加してくださる方も、施設利用者や地域の方々、
その方のご家族など徐々に広がってきました。

活動を継続することにご苦労はないですか？
　活動を始めて15年以上が経過していますが、大変だと感じたことはないで
す。活動頻度が多くないからですかね(笑)。活動の広がりや、毎回活動を楽し
みにしてくださっている方を目の当たりにして、継続することの大切さを実感しています。新型コロナ
ウイルス感染症の影響で今年の春の活動は中止となってしまいましたが、できる形で続けていきたい
と思います。

市民の皆様へひとこと
　子どもさんがたの参加も増え、小さい頃からボランティア活動に触れることは非常に大事だと感じ
ています。ボランティア活動に参加できる身近な場として今後も活動していきますので、興味のある
方はぜひ参加してみてください。また、桜の咲く頃にお立ち寄りください。

取材を終えて
　想いをつないでいくこと、継続することの重要性を、再確認させていただく取り組みで、人や企
業・団体の共感を生み、活動が育っていく、「協働」の成功事例だと感じました。これからも活動を通
じて、ボランティア活動のやりがいや楽しさを、地域から発信し続けていただければ幸いです。

品川　裕香/作　北原　明日香/絵　岩崎書店
　主人公のりんぞうくんは、活発で優しい男の子。
　小学1年生になり、どんな勉強をするかわくわくしていましたが、前の日に習った
ひらがなが読めません。りんぞうくんは、自分を「ばか」だと思いこみ、楽しかった幼
稚園に戻りたいと、泣きながら幼稚園にたどり着きます。すると、りんぞうくんの話
に耳を傾けてくれる人がいました…。
　文字の読み書きの学習障害、「ディスレクシア」。当事者である主人公の男の子
の苦悩と努力する姿を通して、「ディスレクシア」の理解ができる作品です。

おすすめふくしの本
図書館で借りる
ことができます。

一宮防災
VCネット

千秋
「桜守ワーク」
の会

第21回

親子連れでの参加も
増えています

満開の桜
これも活動の成果です

適切な避難行動をとりましょう！

高

警戒レベル④で
全員避難！！
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避難行動等 避難情報等 防災気象情報

市町村が発令する避難情報（警戒レベルと合せて発表）で確実な避難をしましょう！
気象庁等から発表される防災気象情報を早めの避難行動の判断に役立てましょう！

　また、避難場所での感染症対策を考慮して、
●安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要はありません！
●安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう！
●マスク・消毒液・体温計が充分でないことも想定して、避難する際は自ら携行しましょう！

危
　険
　度

命を守るための
最善の行動をとる

危険な場所から

全員避難

危険な場所から
高齢者等は

避難

低

今回は、『千秋「桜守ワーク」の会』の坂本吉三さんからお話を伺いました。
さかもとよし  みさくらもり

既に災害が発生している
状況です。
命を守るための最善の行
動をとりましょう。

速やかに危険な場所から
安全な避難先へ避難しま
しょう。
公的な避難場所までの移
動が危険な場合は、近く
の安全な場所や自宅内の
より安全な場所に避難し
ましょう。

避難に時間を要する人
（ご高齢の方、障害のあ
る方、乳幼児等）とその
支援者は危険な場所から
避難をしましょう。
その他の人は、避難の準
備を整えましょう。

避難に備え、ハザードマ
ップ等により、自らの避
難行動を確認しましょ
う。
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